
  



  



  

茅野市の森林と間伐状況
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茅野市の森林概要　茅野市民有林年度別間伐実績表



  

間伐を行うと？

　・林内に光が当たり植生豊かな森林になる。

　・残した木の成長が促進され葉がつき太い木を育成できる。

　・幹が太くなり木材利用の効率を向上できる。

　・根が張り、下層植生が繁茂し土砂の流出を防ぐ。

　・風雪害に強い森林を創る。

間伐が必要な理由

・間伐された森林は無間伐林よりバイオマス成長量が大きくなる。

・間伐は二酸化炭素の吸収固定を促進し、地球温暖化防止に大
　きな役割を果たす。
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茅野市民有林の間伐実績
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年間実績 27 .12 45 .76 39 .18 56 .45 55 .44 83 .6 86 .06 117 .7 126 .8 221 .7 270 .6 175 164 .7 180

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

搬出実績：８～１０％と低い　（長野県平均：２１％）

年間必要間伐量３８０ｈａに対し大幅に未達成

茅野市民有林　年度別間伐実績表（､茅野市林務係）
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間伐が遅れ、搬出率が低い原因
茅野市所有形態別森林面積（ｈａ）
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間伐が遅れている原因

１．個人所有林が遅れている。（所有地境界不明、所有者不在、やっても赤字）

２．財産区・会社の所有林が遅れている。やっても赤字

搬出率が低い原因

１．用材として地域需要がない。（地域に安定供給できる製材所がない

　　地域に乾燥設備を有する製材所、木工所がない）

２．県産材認証工場も少なく、地域材を利用する動きが少ない。(交通の便が比較

　　的良く　　他地域の業者が入り込み地産地消が進まない。）

茅野市所有形態別森林整備実施状況（諏訪森林組合資料）
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諏訪管内の間伐材利用状況
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２０８，６６３?１３，３６４? （県の６％）素材生産量

長野県諏訪圏区分
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位? ）

１２７１１８２６６３９１００割合（％）
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木材販
売業者

製材
業者

木材
市場

在庫県外出
荷

県内出荷素材生産区分

７７５９?８９１９?４１０?４３７０?２１４５８?長野県

５３?３１７?５９?１３１?５６０?諏訪

林務農政土木

公共建築　公共土木県産材利用量区分

素材生産の状況

出荷先別素材生産量

県産材の利用状況

諏訪地域の林業再生の将来構想と取り組み方針（伊那谷流域林業活性化諏訪地区協議会）
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日本は森林率６８．２％で世界第３位にもかかわらず、自給率
が１８％でしかないのは全く異常な状態

林野庁「木材需給表」

世界各国の木材自給率
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主要国の木質ペレット生産量、消費量

３万ｔ

日本の状況　　生産拠点：　　４７ケ所　、　長野２ケ所（飯田、高遠）

　(2007年)　　　生産量：　　　 ３万ｔ/年　、　岡山の銘建工業　１万ｔ/年、長野は２０００ｔ/年

　　　　　　　　　　価格：　　　 　２０－５０円/ｋｇ　

日本は森林国なのに生産量が極端に少ない
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素材･製品価格の推移

素材価格
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洋材価格はＨ１７から高騰、国産カラマツ素材価格は立米

１５,０００円に到達し用材としての価格競合力も増してきた。

　　　

製品価格の推移
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長野県森林・林業白書　



  

木質燃料と他燃料のＣｏ２及び価格 比較

　１６．０

家庭用

　９．２

１２２円/Ｌ
　９．２

　９５円/Ｌ
　８．７

40円/kg
　　４．５

13000円/m3
価格（円/KWh)

基準

　６８１　３９２　２５３　６８　　９Ｃｏ２（ｋｇ/ＭＷｈ）

電気軽油灯油木質

ペレット

　　薪単位エネルギー当た
りのＣｏ２排出量及び
価格

Ｃｏ２　：　生産から使用までの総量（ライフサイクルアセスメント）を示す。

　　　　　　薪と木質ペレットはカーボンニュートラルなので使用時はゼロ。

価格　：　灯油、軽油価格は２００８年１１月時点

木質燃料はＣｏ２排出が小さく温暖化対策として優れており、価格も競争
力がある（灯油、軽油は先行き不安が高い）。
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地域間伐材の用材利用推進への提言
・需要の創造（市、森林組合、製材所、建築事業者の共同事業）

　　 ・県産材認証製品の利用促進PR
　　　　・工務店間でのカラ松材利用技術共有の推進

　　　　・乾燥設備を有した県産材認証工場を建設し、地域材

　　　　　　安定供給基地を構築する。

・間伐材搬出率向上（市・森林組合・林業事業者の共同事業）

　　　　・機械ヤードの充実・レンタル制度の利用促進

　　　　・遊休農業機械の活用

　　　　・林業機械使用技術者の増加・技術研修の充実

・地域材のカスケード利用プラントの建設
　　　　・森林資源の需要・供給の持続可能な循環システムを構築

　　　　　（地産地消による地域の活性化）

　　　　　

１３



  

　　　　　

木質ペレット工場を茅野市に作ろう

◎間伐材の利用により間伐が進み森が守れる

◎暖房用燃料を化石燃料→ペレットで温暖化対策になり、
　 暖房費も安くなる

◎ペレットは既存技術で製造可能で採算性がある

　　　　　ペレット工場（例）

○間伐材、製材所木屑を使用
○投資：約２億円(内50%補助金可）
○能力：1600t/年
○ペレット単価：約¥40/kg　

　　　　　　ペレット使用（例）
　　　　　　　　　　　　　設備費　　使用量
○家庭用ストーブ　　15-40万円　1t/年
○家庭用ボイラー　　30-50万円　5t/年
○施設用ボイラー　1000万円　150t/年
○農業ハウスボイラー150万円　40t/年
　

工場は製材所内に設置し木屑利用から始めると投資も圧縮出来て効率が
良い。ペレット利用は、まず新設の公共施設にペレットボイラーを導入し安
定需要を確保する。既存公共施設もボイラー更新時にペレット化する。農業
用、家庭用も順次普及を計る。

１４

地域間伐材のエネルギー利用推進への提言

　　　　扱い安く、欧米で普及が進んでいる



  



  

伊那市の活動事例

①公共施設・個人住宅・集会施設等
への木質ペレットボイラ・ストー
ブの取り組み

②ビニールハウス等への木質ペレッ
トボイラの活用

③公共施設のバイオコークス(おが炭)
導入

④上伊那森林組合バイオマスエネル
ギー工場の稼動

飯田市の活動事例

①飯田市とおひさま進歩エネルギー有限会
社による太陽光発電事業・バイオマス
事業・エスコ事業への市民出資ファン
ドを利用した取り組み

②信州産木材の家づくりの民間企業事例

　(株)フォレストコーポシーショ

　 　 原 村 ・ 富 士 見 の 活 動 事 例

１ ． 森 林 の 里 親 契 約 （ 長 野 県 が 推 進 ）
　 　 ① ジ ャ パ ン エ ナ ジ ー と 原 村 の 森 林 整 備 事 業

　 　 ② 「 ３ . ９ ペ ー パ ー 」 に よ る 間 伐 材 の 製 紙 活

２ ． 間 伐 作 業 で 薪 提 供 （ 富 士 見 町 が 推 進 ）
　 　 「 薪 を 確 保 す る 代 わ り に 、 間 伐 作 業 を し て 貰 う 」 活 動

３ ． 林 野 庁 の 遊 々 の 森 制 度
　 利 用 団 体 と 森 林 管 理 署 が 協 定 を 締 結 。
　 　 植 樹 、 下 刈 り な ど の 体 験 林 業
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